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江戸時代の墓

　串木野市栫城跡は平成13年度から発掘調査が続けられています。昨年度の調査で江戸時代の墓が141基

見つかりました。墓の形は座った状態で埋葬されたと考えられる円形のものと，寝た状態で埋葬されたと

考えられる方形のものとがあります。中には２ｍ以上掘り下げられた円形の墓もありました。ほとんどの

墓から「三途の川の渡し賃」といわれる六道銭が出土し，数珠玉・煙管・扇子・かんざしなどが副葬され

ている例もありました。南九州の近世墓における六道銭は７枚副葬されたものが多く，栫城跡でもほとん

どの墓から７枚出土しました。

　また，別の地点では，土師器や洪武通宝・永楽通宝が副葬された中世の墓も14基見つかっており，栫城

跡が古くから墓地として使用された神聖な場所であること

がうかがえます。

－串木野市栫城跡－
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１　異動を告げられたときの感想

　前任の所属が１年しか経っておらず，異動そのも

のを予想していなかったし，これまで事務系の職員

が担当したことのないポストであり，驚きと責任の

重さに思わず背中に電流が走った感じがした。

２　埋蔵文化財センターのあり方について

　知事に「天からの贈りもの」と言わしめた上野原

遺跡，その保存活用を目的に開園した「上野原縄文

の森」の中にあって，センターがどうあるべきなの

か私なりにもっと時間をかけて考えてみたい。

　発掘調査や研究を着実に進めながら，その成果を

公開し活用を図ることによって埋蔵文化財に対する

県民の正しい理解と認識を高め，郷土愛を培う拠点

としての機能をいっそう高めていく必要がある。今

後もセンターとして普及啓発の部門を決しておろそ

かにしてはならないような気がする。

　また，センターは教育機関であり，県の教育行政

の目指すところも踏まえた対応をすることが大切で

あると思っている。

３　センターの果たす役割について

　教育機関である当センターは，県民の生涯学習の

場として，あるいは学校教育の場として「上野原縄

文の森」と共に豊富な教材と人材を有している。特

に，学校教育においては総合的な学習の時間をはじ

め，各種教育活動の支援ができるのではないかと思

う。

　また，埋蔵文化財専門職員の養成や発掘調査の指

導など市町村への支援も行い，市町村や県内外の関

連施設等とのネットワーク化と情報の共有化なども

必要であると考える。

４　センター職員に望むこと

　上野原遺跡が脚光を浴びてから県民の埋蔵文化財

に対する関心も高くなってきており，埋蔵文化財セ

ンターに対する期待も大きい。

　全国でも有数の施設・設備を有する当センターで

仕事ができることを誇りに，まずは公務員としての

責務を忘れることなく，専門職員としての資質の向

上にも努めてほしい。

　また，埋蔵文化財センターは，上野原縄文の森と

の連携なくしてはあり得ないことを認識して，お互

いの協力体制を惜しまないでもらいたい。

　７２名の大所帯であるが，いろいろと建設的な意

見を出し合って，センターの在り方や役割，学校と

の関わり方，県民への啓発などより良い方向をみん

なで見い出していきたいと思っている。
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「県民に親しまれるセンターに」

平成14年度刊行の報告書と紀要

　平成14年度に埋蔵文化財センターでは18冊の報告

書と紀要を刊行しました。創刊号となった紀要は11

題目の論文を掲載しており，時代，内容とも幅広い

構成となりました。報告書は県内の市町村教育委員

会などの公共機関や大学などの研究施設で，研究紀

要の論文はホームページ上で見ることが出来ます。

木原俊孝新所長にインタビュー

　報告書名           遺跡所在地

19 研究紀要「縄文の森から」創刊号

三角山遺跡　　　　　　　　中種子町2

3 鳴野原遺跡　　　　　　　　川辺町

4 垂水・宮之城島津家屋敷跡　鹿児島市

6 犬ヶ原遺跡　　　　　　　　東市来町

7 鍋尾遺跡　　　　　　　　　喜入町

8 上野原遺跡(第2～7地点)　　国分市

9 雪山・猿引遺跡　　　　　　東市来町

10 中原遺跡　　　　　　　　　姶良町

11 森・白金原遺跡　　　　　　姶良町

12 前畑遺跡　　　　　　　　　川内市

13 楠元・城下遺跡　　　　　　川内市

14 山ノ脇・石坂・西原遺跡　　伊集院町

5 市ノ原遺跡(第１地点)　　　市来町

15 武A･B･C遺跡他　　　　　　 鹿児島市

16 城ヶ尾遺跡　　　　　　　　福山町

17 永磯・高篠坂遺跡　　　　　福山・財部町

18 上ノ原遺跡　　　　　　　　市来町

1 今里遺跡　　　　　　　　　東市来町
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－ プレイバック特別企画展 －

「上野原縄文の森」展示館では，県内各地の遺跡

で出土した遺物等の収蔵品を活用して，展示館１

階の企画展示室で特別企画展を開催しています。

平成14年10月５日の「上野原縄文の森」オープン

以来，ほぼ３か月ごとに新しい展示を行っていま

す。毎回のテーマごとに遺物等が身近に感じられ

る展示を心がけており，来館者の評判は上々のよ

うです。展示館は毎月第１・第３月曜日は休館日

となっておりますのでご注意ください。

　これまでの特別企画展と第５回特別企画展のテ

ーマ・内容をご紹介します。

・第１回特別企画展（10月5日～12月8日）

　「かごしま考古名品展－過去から未来へ－」

　　「上野原縄文の森」の開園を記念して，鹿児

　　　島における考古学の歩みを振り返ってみま

　　　した。

・第2回特別企画展（12月15日～2月9日）

　「再発見！鹿児島の歴史

　　　　　　　　－よみがえる古代の形－」

　　「よみがえる」をキーワードとして，レプリ

　　　カ製作や土器の復元などにスポットをあて

　　　てみました。

・第3回特別企画展（2月15日～４月20日）

　「平成14年度新発見！かごしまの遺跡

　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター速報展」

　　　平成14年度に発掘調査で出土した遺物や，

　　　整理作業で復元，分類された遺物を紹介し

　　　ました。

・第4回特別企画展（４月27日～７月13日）

　「収蔵品展　かごしまの石の文化

　　　　　　－ようこそストーンワールドへ－」

　　　約３万年前の立切遺跡（中種子町）出土の

　　「磨石」「斧形石器」「磨製石斧」から，江

　　　戸時代の鹿児島城（鹿児島市）出土の「上

　　　水道石管」「碁石」のような近・現代の石

　　　文化まで，さまざまな「石」を展示しまし

　　　た。

・第５回特別企画展（７月19日～10月26日）

　「よみがえる古代人

　　　　　　－奄美群島復帰５０周年記念－」

　　　奄美群島出土の遺物を中心に，先史時代の

　　　奄美群島と本土との交流にスポットを当て

　　　る予定です。
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第３回　「速報展」の展示風景

第４回　「ようこそストーンワールドへ」の展示風景



「埋文だより」　第32号 ４

埋文センター遺跡紹介

　吹上町の市街地から国道２７０号線を加世田市

方向に向かってしばらく行くと，金峰町との町境

に真新しい大きな県立農業大学校の建物が見えて

きます。この建物や研究・実習用の畑に整備予定

されている敷地にある２２遺跡をまとめて農業開

発総合センター遺跡群と呼んでいます。平成８年

度から調査を開始し，これまで旧石器時代から中

世までの遺構・遺物が見つかっています。今年度

は，窪見ノ上遺跡他６遺跡の発掘調査を５月から

始めました。現在，窪見ノ上遺跡の調査を行って

おり，縄文時代早期（約８０００年前）の土器や

石器が出土しています。また，調理跡ではないか

と考えられる集石が検出されています。

農業開発総合センター遺跡群（金峰町）

　芝原遺跡は南薩地域を横断し，吹上浜に流れ出

る万之瀬川下流右岸に位置し，河川改修に伴い平

成１０年から発掘調査を行っています。これまで

に縄文時代中期から近世までの遺跡であることが

わかっています。今年度は縄文時代後期（約３５

００年前）の川岸付近の調査を行っていて，土器

・石器のほか流木や多くの木の実が発見されてい

ます。川と人々との暮らしとの関係を考える上で

とても重要な遺跡として注目を集めています。

芝原遺跡（金峰町）

　写真は，根木原遺跡（鹿屋市）での発掘体験

学習の様子です。平成14年度は仁田尾遺跡（松

元町）や栫城跡（串木野市），農業開発総合セ

ンター遺跡群（吹上町・金峰町）でも小中学生

を対象とした発掘体験学習や高校生を対象とし

たキャリアガイダンスが行われました。初めて

の体験に子供たちも大喜びでした。平成１５年

度も要望があり次第，対応していきたいと考え

ていますので，右ページの発掘計画等を参考に

埋蔵文化財センターまでご連絡ください。

埋蔵文化財センター（代表）　℡0995-48-5811

発掘体験してみませんか？

ただ今，発掘調査中！
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窪見ノ上遺跡　縄文時代早期集石

芝原遺跡　遠景

発掘体験の様子
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高山城跡周辺

柊原貝塚

御仮屋跡（5～7月）

関白陣跡（7～8月）

宇都口遺跡（10～11月）

東九玉遺跡他（1月）

新田遺跡（5～12月）

半田口遺跡他（2月）

山田中西遺跡（5～7月）

鬼ケ野遺跡

北山遺跡他（5月）

薬師原遺跡（1月）

下原遺跡

穴倉B・上苑遺跡（7～8月）

細山田段遺跡（8～10月）

見付山遺跡（1月）

中町馬場遺跡（5～6月）

名主原遺跡（9～11月）

大根田遺跡（1～2月）

古城遺跡（9～1月）

頴娃城跡（11～12月）

油須木城跡

鶴ケ岡城跡

住吉貝塚（8～9月）
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市町村関係

鹿児島城二ノ丸跡（8月）

東免遺跡ほか

中ノ原遺跡

東郷坂Ａ遺跡

仁田尾中Ａ遺跡（9～10月）

仁田尾中Ｂ遺跡（7～9月）

枦堀遺跡（5～7月）

仁田尾遺跡（5～7月）

御仮屋跡遺跡（5月）

横井竹ノ山遺跡

後迫遺跡

松ヶ尾遺跡（11月）

谷ヶ迫遺跡（8～10月）

中尾遺跡

野里小西遺跡

渡畑遺跡（5～3月）

芝原遺跡（5～3月）

上水流遺跡（5～3月）

三角山遺跡

窪見ノ上遺跡ほか（5～3月）

建石ケ原遺跡ほか

蕨野B遺跡(12～2月)
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県事業関係

大坪遺跡

京田遺跡

大島遺跡

上野城跡

大原野遺跡

上ノ平遺跡

高篠遺跡

九養岡遺跡

踊場遺跡

耳取遺跡

桐木遺跡

桐木B遺跡

定段稲村遺跡
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公団関係

　

栫城跡（7～12月）

霜月田遺跡（6～3月）

宮尾遺跡

前山遺跡

フミカキ遺跡

永迫平遺跡

下永迫Ａ遺跡

大田城跡

堂平窯跡

桐木遺跡

根木原遺跡（10～12月）
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国　関　係

今年度発掘･整理報告遺跡一覧

発掘調査業務

整理作業業務

報告書作成業務

●

★
■

赤色：国・県事業　青色：市町村事業
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－　写場　－

　遺跡の発掘調査では，出土した遺物（土器や石

器など）や遺構（住居跡など）の状態を図面や写

真に記録します。写真は図面では記録できない色

調や材質などの質感を鮮明に記録することができ

ます。

　写場では，遺物の細かな文様や加工の痕が写真

で観察できるように大型のカメラを使って撮影が

行われ，暗室という真っ暗な部屋の中で白黒フィ

ルムの現像と使用サイズに応じたプリントを行い

ます。

　現在，デジタルカメラやデジタル写真がありま

すが，50年後，100年後も利用できるかまだ分か

りません。発掘調査の写真は撮り直しができない

ので，フィルムに撮影し，温度と湿度が一定に保

たれた部屋で保管され，将来にわたって利用され

ます。

　当センターでは，県内の埋蔵文化財保護行政

を円滑に進めるため，埋蔵文化財担当職員を目

指す県内の市町村の担当者を対象に「埋蔵文化

財専門職員養成講座」を実施しています。研修

後，修了生はそれぞれの市町村で発掘調査や文

化財保護業務の担当者として活躍することとな

ります。

   今年度も３名の受講生を迎え，５月６日か

ら11月５日まで６ヶ月間の長期研修が行われて

います。今年度の受講生を紹介します。

　　 　山下　晃さん ･･･ 霧島町教育委員会

       　               社会教育課

     　北野堪重郎さん･･･和泊町教育委員会

       　               生涯学習課

     　尾崎洋光さん ･･･ 長島町教育委員会

       　               社会教育課

埋文センター施設紹介

－　平成１５年度 埋蔵文化財専門職員養成講座受講生の紹介　－

研修，がんばってます！
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総務課主事
文化財主事
文化財主事
文化財主事
文化財主事
文化財研究員 

転出
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総務  係長
総務課主事
文化財主事
文化財主事
文化財主事
文化財研究員

退職

立神勇志，松下貴史

平成15年度定期人事異動

木原俊孝（総合体育センターより）
平野浩二（教職員課より）
福山恵一郎（沖永良部高校より）
野間口勇（吹上中学校より）
廣栄次（溝辺小学校より）
國師洋之（中山小学校より）
石原田高広（百引中学校より）
川元禎久（皇徳寺中学校より）

井上明文（屋久島高校へ）
前田昭信（かごしま県民大学中央センターへ）

栗山和己（揖宿教育事務所へ）
堂込秀人（文化財課へ）
西郷吉郎（鹿児島市坂元小学校へ）
児玉健一郎（鹿児島聾学校へ）
菅牟田勉（上野原縄文の森へ）

細かな条件を整えて撮影します

写場での遺物写真撮影の様子
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